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川　部　哲　也

―大学生の「優れた記憶」の特徴―

自閉症スペクトラムにおける優れた記憶についての予備的検討

１．問題

近年，心理臨床において成人の自閉症スペクトラム

（以下 ASDと略記）の人に会うことが多くなってきて
おり，ASDの人に対する心理療法の難しさが指摘さ
れている。その難しさは「主体のなさ」（河合，2013）

や自分をまとめあげる「φの未形成」（内海，2015）

といった理論に代表されるような，内省し自己決定す

る「私」が未だ成立していないことに由来する。葛藤

するという心の作業が困難であり，常に環境要因に

より心身状態が翻弄されている状況も相まって，ASD
の人に対する心理療法においては，心理的問題を対

話によって深めていくことが難しいといえる。また，

ASDの人のイメージには「中身や象徴性がない」（河
合，2013）と言われており，例としてバウムテストに

おいて内的イメージを基にして木を描くのではなく，

窓から見えている木を模写したり，自宅に生えている

木を描写したりすることが挙げられている。これは

ASDの人からすると，現実と想像の区別が薄く，ど
ちらも同じ重要性を持つという認識であると筆者には思

われる。いずれにせよ，内的イメージを心理療法によっ

て自己展開させていく作業は難しいといえるだろう。

ゆえに ASDの人への心理療法は従来のオーソドッ
クスな方法を踏襲するのではなく，クライエントそれ

ぞれの特性に合わせて工夫を行う必要があると考えら

れる。田中（2017）は，発達障害の人に対する心理療

法においてセラピストが留意する具体的ポイントとし

て，治療的ファンタジーとしての「深層」の放棄，治

療的スタンスとしての「中立性」の放棄，治療的ゴー

ルとしての「適応」の放棄，「剥き出しにする」こと，「蹴

り出す」ことの 5 つを挙げている。中でも 2 つめのポ

イント「中立性」の放棄は重要であると思われる。田

中の挙げる例を要約して示す。例えば成人のASDの
人がセラピストはどこに住んでいるのかなど個人的な

事柄をセラピストに尋ねるとき，セラピストが中立性

を保つならば直接答えずに「どうして尋ねたくなった

のでしょう」と内省を促すが，ASDの人にはそれは
二枚の「白いスクリーン」がお見合いしているような

状態であり，永遠に何も起こらない。むしろ，セラピ

ストが中立性を破って，はっきりと事実を伝える方が

「他者性」を持ったセラピストとしてインパクトを与

えると論じられている。つまり，ここではセラピスト

が「主体を持った他者」としてクライエントの前に存

在することの重要性が指摘されているといえよう。そ

のうえでセラピストが積極的にクライエントに関わる

のであるが，同時に「可能な限り，クライエントの体

験世界に参入すること」が必要であると論じられてい

る。つまり，セラピストはクライエントの体験してい

る世界を心身ともに実感できるレベルで理解し，共に

あろうとする時に「積極的な関わり」が初めて治療的

になることを示していると筆者には考えられる。

この点の理解を深めるために，ASDの子どもへの
プレイセラピーについて見てみよう。藤巻（2009, 
2017）によると ASD児は象徴機能が未成立の，イメー
ジ以前の世界を生きているため，心理療法においては

セラピストも未分化な意識状態（「地べた意識」）とな

り，主体生成に関わることが重要であると指摘して

いる。このようなイメージ以前の世界を生きる ASD
の子どもに対しての積極的な関わりは，杉山（2014, 
2016）の，セラピストが音を発して関わることによ

り「自閉症児の独自の世界と現実世界を繋ぎ，人と人

との原初的コミュニケーションへと導く」というもの

や，ホフマン（2016）や長谷川（2016）の臨床実践に

示されているように，ASDの子どもが住まう自他融
合的な世界に心身ともに参入し，セラピストが創造的

に生きることが治療的であることを示しているものが

ある。これらの例はプレイセラピーの治療論である

が，成人の ASDの心理療法においても，重要なポイ
ントであると考えられる。なぜなら，成人の事例にお

いてもクライエントのもつイメージ以前の世界に，い

かにセラピストが参入できるかが治療関係の成立を左

右すると考えられるからである。セラピストの積極的

な関わりが功を奏するのは，セラピストがクライエン

トの体験世界を心身ともに実感できる深いレベルで理

解した場合に限られることに留意が必要であろう。

では，ASDの人の体験世界を理解するためには，
どのようなアプローチが必要だろうか。想定される 3

つのアプローチがある。1）事例研究，2）当事者研究，3）

調査研究である。まず事例研究には，上記に述べたよ

うな，セラピストの真摯な臨床から垣間見えた，ASD
の体験世界が描かれている。当事者研究もまた，言語
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能力の高い ASD当事者によって描かれたエピソード
から，体験世界を理解することができる。しかし，こ

の 2 つのアプローチで得られた知見は，個別的であり

多くの ASDの人にどの程度一般化が可能であるかが
わからないため，それを検証する必要がある。そのた

めに必要となるのが，3 つめのアプローチ，調査研究

である。

調査研究により，定型発達と ASDの体験世界の共
通点と相違点を整理することが本研究の最終的な目標

である。そうすることにより，定型発達の人が ASD
の人へ偏見を持つことなく，異文化のひとつとして接

する可能性が拓かれると考えるからである。

さて，今回の調査では「記憶」に着目して調査を行

うこととした。その理由として，最初期の研究で既に

自閉症児の「優れた記憶」に言及があることが挙げら

れる。Kanner（1943/1978）の症例ドナルドは 2 歳にし
て「詩篇の第 23 篇と長老教会の問答集の 23 の問答さ

え覚えた」。Asperger（1944/2000）の症例フリッツは
6 歳にして 6 数の復唱（10 歳の課題）が楽にできた。

他にも日付を大量に記憶しているカレンダー人間，鉄

道の発着駅を全て覚えている者の例が挙げられてい

る。川部（2018）は自閉症の当事者である東田直樹の

著作を参考に，記憶についての 5 つの特徴を抽出した。

その特徴の中の 1 つである「点としての記憶」に関す

る論として，松本（2019）は東田が過去，現在，未来

へと続く「線としての時間」ではなく，過去の出来事

が等価なものとしてバラバラに存在する「点としての

時間」を生きているところに着目し，「自閉症者にとっ

て，過去の記憶（出来事）がまるで巨大なデータベー

スのように蓄積されているようなものである」と述べ

ている。内藤（2018）も ASDの人の記憶は脱文脈的
で断片的な記憶となっていると指摘しており，「巨大

データベース」様の記憶という仮説を支持していると

いえる。本研究では，このような「巨大データベース」

を形成する基になっているのが「優れた記憶」である

と想定し，研究対象に設定した。その特徴から「優れ

た記憶」は ASDの人の得意分野であると予想される
が，筆者は，定型発達者にも「優れた記憶」は多く存

在しているのではないかという仮説を考えている。な

ぜなら，東田の記憶研究を行った際に，彼の記憶の

特徴が ASDの人だけに存在するものか確信が持てな
かったからである。定型発達者と ASDの人との認知
機能の差は，はっきりした差ではなく，微妙な差なの

ではないかとも考えさせられた。ゆえに，調査研究を

行い，両者を比較検討しようと計画を立てたのである。

理由はもう一つある。滝川（2017）によると，知的

障害や自閉症の子どもたちにはしばしば「記憶力の卓

抜」さがあるという。高い感覚性と結びついた記憶能

力であり，「感覚したものを感覚したままに（視覚的

なものなら写真的に）ナマに頭に焼きつける記憶のし

かたで，「直感像記憶 eidetic memory」と呼ばれている。
これは特殊な能力ではなく，乳児期には誰もが持って

いた能力であり，一般には成長につれて後退していく

能力なのであるが，まれに成人後もこの記憶能力を高

く残している人がいると考えられている。また，滝川

は ASDを「関係発達の遅れ」と捉えており，定型発
達と地続きであるという姿勢を徹底して貫いている。

このことから，定型発達者の中にも ASDの人と同様
の「優れた記憶」が出現する可能性が高いと筆者は考

えた。そこにどのような共通点や相違点が見られるか

は，量的，質的ともに詳細に検討する価値があると考

えられる。

今回の調査では，将来的に ASDの人と比較するた
めの予備的検討として，まずは定型発達者の「優れた

記憶」の特徴を明らかにすることを試みることとした。

２．目的

将来的に ASDの人の有する「優れた記憶」との比
較検討を行うために，まず定型発達の大学生の「優れ

た記憶」の特徴を明らかにする。具体的に本研究が取

り組むのは，以下の 2 つである。

１）  定型発達の大学生における「優れた記憶」の内容
にはどのようなものがあるかという一般的特徴を

明らかにする。また，定型発達者に典型的な「優

れた記憶」の内容を抽出する。

２）	大学生においてASD的な認知様式の傾向が高い
人と低い人によって，「優れた記憶」の特徴に差

があるかを検討する。

以上の 2 点を調べることを本研究の目的とした。こ

こで一点，注意点を述べておきたい。本研究の調査対

象者は定型発達者であることが想定されている一般大

学生である。本論では ASDの認知様式を多く持って
いる人とそうでない人との比較を試みているが，これ

はあくまでも定型発達の範囲における程度の差を測

定しているのであって，ASDの認知様式を持つ人を，
ただちに ASDの人とみなしているのではない。

３．方法

調査対象者： A大学の大学生268名（男性129名，女性
135名，性別無記入4名），平均年齢19.83歳（SD1.42）。
調査期間： 2018年1月から11月。
調査場所： A大学の講義室および演習室にて実施した。
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質問紙調査：以下の3つの部分から成る質問紙を用いた。

① AASP（日本版青年・成人感覚プロファイル）：「低
登録」「感覚探求」「感覚過敏」「感覚回避」の 4 つ

の次元から，身体感覚の特徴を調べる尺度。

②「優れた記憶」についての質問：「あなたがもし「古

今東西ゲーム」（山手線ゲーム）をするとしたら，

お題に何を選びますか。（つまり，あなたが人より

もたくさん覚えていると思うものを教えてくださ

い。あまり有名でないものでも構いません。）思い

つく限り，挙げてください（5 つまで）。」と問い，

その後に，その回答したものに対して，それぞれ「何

個思い出せますか（実数で回答）」「どれくらい，人

より多く知っていると感じますか（とても感じる・

かなり感じる・少し感じる・人並みである，の 4 件

法で回答）」と質問した。

③ AQ-J-10（自閉症スペクトラム指数 10 項目版）（Kurita 
et al., 2005）：原法の AQは自閉症スペクトラム症の
スクリーニングテストである。この短縮 10 項目版

のカットオフ値は 10 点満点中の 7 であるが，陽性

的中率が低く，陰性的中率が高い（前田ら，2017）

とされているため，今回使用した短縮版は，スクリー

ニング目的ではなく，「ASD的な認知様式を示す傾
向」を測定する尺度として使用した。

①の AASPに関しては 121 名に実施し，②③は 268
名全員に実施した。なお，本研究は大阪府立大学大学

院人間社会システム科学研究科研究倫理審査委員会の

承認（2018 年 2 月 1 日承認）を得て実施した。

４．結果と考察

（1）大学生における「優れた記憶」の内容

「優れた記憶」に回答が無かった 3 名を除外した

265 名から，918 個の「優れた記憶」が収集された。

特定の知識を示していない 6 個を除外し，さらに「人

より多く知っていると感じるか」の質問に対し「人並

みである」と回答したものは「優れた記憶」とは見な

せないため，除外した。結果，723 個が分析対象となっ

た。1 人あたり，2.73 個の「優れた記憶」を回答した
ことになる。結果の整理は以下の手順で行った。まず

筆者がデータ全体を概観し，カテゴリーを作成した。

次に，カテゴリー分類に際しては臨床心理士の有資格

者 1 名と全体の 3 分の 1 のデータを合議して分類し，

分類基準が定まったため，残りの 3 分の 2 のデータは

筆者が分類した。分類結果は表 1 に示した。

表 1 より，大学生が有する優れた記憶は，曲名，芸

能人名，キャラクター名，地名，専門用語名のカテ

ゴリーの内容がそれぞれ全体の中で 10％以上であり，

表１　大学生の優れた記憶の種類

ジャンル 個数 比率
一人あたり
の個数

具体例

芸能人名 103 14.2％ 0.41 お笑い芸人，バンド，乃木坂 46 のメンバー

スポーツ人名 45 6.2％ 0.18 プロ野球選手，サッカー選手，フィギュアスケート選手

知人名 7 1.0％ 0.03 知人の名前，部活・サークルの部員

偉人名 10 1.4％ 0.04 歴史上の人物，日本の総理大臣，戦国武将

人名その他 1 0.1％ 0.00 有名人

曲名 117 16.2％ 0.47 アーティストの曲名（嵐，乃木坂 46，Mr.Childrenなど）

タイトル名 65 9.0％ 0.26 マンガ，アニメ，ドラマ，ゲーム，映画

キャラクター名 92 12.7％ 0.37 ポケモン，ONE PIECEのキャラクター

地名 75 10.4％ 0.30 世界の国，首都，都道府県，市町村

専門用語名 72 10.0％ 0.29 色，楽器，スポーツ種目，宝石

食物名 26 3.6％ 0.10 菓子，料理，野菜，果物

生物名 29 4.0％ 0.12 犬，花，動物，魚，昆虫

駅名 29 4.0％ 0.12 駅名一般，特定の路線の駅，特定の土地の駅

商品名 21 2.9％ 0.08 服のブランド，車，酒

団体名 17 2.4％ 0.07 大学，サッカーチーム，企業

作品中の固有名詞 14 1.9％ 0.06 ガンダムのモビルスーツ，ジョジョのスタンド

合計 723 100.0％ 2.73 
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出現頻度が高いことが明らかになった。定型発達者に

おける「優れた記憶」の典型はこの 5 カテゴリーであ

ると考えられる。おそらく，定型発達者の日常生活に

おいては，これらのカテゴリーのいずれか，あるいは

複数のものに関する知識が自然に蓄積されることが多

いと考えられる。上記 5 カテゴリーのうち，曲名，芸

能人名，キャラクター名，地名の 4 つに関しては具体

的でイメージしやすいが，専門用語名は内容が多岐に

わたるため，ややイメージしにくいと思われる。専門

用語名の詳細については，後述する。

次に，複数挙げてもらった記憶内容のうち，個人内

で「人より多く知っている」の評点が最も高かった記

憶，つまり最も自信のある優れた記憶を，ひとりにつ

き 1 つ抽出した。優れた記憶を 1 つだけ挙げた人につ

いてはその 1 つを採用した。なお，評点が同点の記憶

が複数あった場合は，それぞれを均等に重み付けし

た。すなわち同点のものが 2 つあった場合は，それぞ

れを 0.5 個，3 つあった場合はそれぞれを 0.33 個など
としてカウントした。結果は表 2 に示した（合計が整

数になっていないのは端数を四捨五入しているからで

ある）。表 1 との異同を検討するために各カテゴリー

についてχ二乗検定を行った結果，いずれのカテゴ

リーにおいても有意な差は見られなかったため，おお

むね表 1 の傾向との違いはないことが確認された。す

なわち，自信があろうとなかろうと，優れた記憶の回

答傾向は変わらないといえる。

次に，各カテゴリーにおける記憶内容の典型例につ

いて検討した。記憶内容のうち，出現頻度が高かった

ものを表 3 にまとめた。

表２　人より多く知っている「優れた記憶」

ジャンル 個数 比率

芸能人名 34.54 14.4％

スポーツ人名 15.38 6.4％

知人名 3.75 1.6％

偉人名 3.5 1.5％

人名その他 0 0.0％

曲名 48.65 20.3％

タイトル名 20.63 8.6％

キャラクター名 32.76 13.7％

地名 20.41 8.5％

専門用語名 21.57 9.0％

食物名 4.82 2.0％

生物名 13.24 5.5％

駅名 7.64 3.2％

商品名 3.66 1.5％

団体名 4.94 2.1％

作品中の固有名詞 4.72 2.0％

合計 240.21 100.1％

表３　各カテゴリーにおける「優れた記憶」の典型例

カテゴリー 優れた記憶内容 個数

芸能人名 （お笑い）芸人（コンビ）の名前
バンドの名前
乃木坂 46のメンバーの名前
芸能人の名前
歌手、アーティストの名前

15
14
10
9
9

スポーツ人名 プロ野球選手
（上記、特定チームを含めると）
サッカー選手
（上記、特定チームを含めると）

19
23
11
15

偉人名 歴史上の人物
日本の総理大臣
戦国武将

5
2
2

知人名 部活・サークルの部員の名前 7

曲名 曲名
嵐の曲名
乃木坂 46の曲名
Mr.Childrenの曲名
ボカロの曲名
星野源の曲名
コブクロの曲名
いきものがかりの曲名
back numberの曲名

12
10
5
5
3
3
3
3
3

タイトル名 マンガの名前
（上記、特定ジャンルを含めると）
アニメの名前
（上記、特定ジャンルを含めると）
ドラマの名前
（上記、特定ジャンルを含めると）
ゲームの名前
映画の名前

17
25
10
15
6
10
9
8

キャラクター名 ポケモン
アニメ・マンガのキャラクター
ONE PIECEのキャラクター
ディズニーのキャラクター

31
17
12
6

地名 世界の国名
都道府県名

63
21

専門用語名 色の名前
楽器の種類
スポーツ種目
宝石の種類

8
5
5
3

食物名 果物・フルーツ
食べ物
野菜
お菓子

12
11
9
8

生物名 動物
犬
植物・花
魚

15
10
7
5

商品名 服のブランド
酒の名前

6
4

団体名 大学
サッカーチーム
企業

6
5
3

作品中の
固有名詞

ガンダムのモビルスーツ
ジョジョのスタンド
ハリーポッターの呪文

4
3
2



心理臨床センター紀要　第13号　2020

―11―

以上より，定型発達が想定される一般大学生におけ

る「優れた記憶」の典型例が明らかになった。内容を

見ると，2018 年の調査時点に特有の内容も散見され

るが（嵐，乃木坂 46 など），大部分は世界の国名やポ

ケモンの名前，マンガのタイトル名やお笑い芸人の名

前など，時代の影響を比較的受けにくいものであるこ

とが確認された。これらが定型発達の典型例であるこ

とが示された。これらを多く知っていることはただち

に ASDの特徴とは考えにくく，ありふれた記憶とし
て捉えるのが妥当であろう。

（2）	 	自閉症スペクトラムの認知様式を持つ人の身体

感覚

まず AQ-J-10 の得点分布を見ると，回答に不備の
あった 4 名を除く 261 名のデータより，平均 3.48，
SD1.84 であった。カットオフ値は 7 とされており，7
点以上を示したのは 17 名（全体の 6.5％）いたものの，
前節で述べたとおり，この短縮版の陽性的中率が低い

ことからこの 17 名のうち ASDの診断基準を満たす者
はごくわずかであると考えられる。ゆえに，今回の対

象の大多数が定型発達の範囲内にあると考えて良いだ

ろう。

AASPを実施した 121 名において，AQ高群（AQ5
点以上，75 名）と AQ低群（AQ3 点以下，146 名）の
2 群に分け，AASPの得点を比較した結果，AQ高群
は低群に比べて低登録，感覚回避の傾向が有意に高く

（t（57）=2.584, p<.05; t（65）=2.792, p<.01），感覚探求の傾
向が有意に低い傾向（t（58）=1.680, p<.10）が見られた
（図 1）。この結果は一般群と ASDの臨床群を比較検
討した平島ら（2014）の先行研究に一致する。AQ得

点を用いて，定型発達の範疇ではあるものの ASDに
近い認知様式を持つ人に群分けされたと考えられる。

（3）	 	自閉症スペクトラムの認知様式を持つ者は，ど

のようなカテゴリーの「優れた記憶」を持って

いるか？	

自閉症スペクトラムの認知様式と「優れた記憶」の

カテゴリーの関係を見るために，AQ高群と低群と
の間で，「優れた記憶」のカテゴリーに差があるか

を比較した結果，AQ高群は低群に比べて，「専門用
語」「食物名」の優れた記憶を有意に多く挙げる（χ²
（1）=7.614, p<.01; χ²（1）=5.841, p<.05）ことがわかった
（表 4）。なぜこの 2 つのカテゴリーにおいて有意差が

見られたのだろうか。

まず専門用語について考えてみる。専門用語の記憶

内容を見てみると，大まかに 3 つのタイプに分けられ

ることが窺える。ひとつは，楽器の名前や特定のスポー

ツや競技における技の名前など，その領域の経験があ

れば自然に覚えられるような知識。もうひとつは，歴

史用語や数学の公式名，元素などの学問領域の広さに

裏付けられた知識。最後に，特定の映画のセリフや，

特定のお笑い芸人のネタ，魚偏の漢字（鰯，鰹，鮪など）

など，本人の好みにより何度も繰り返し見聞きした経

験によって成立したのではないかと推測される知識が

ある。このような内容から成る専門用語カテゴリーの

知識が AQ高群に多いということは，ASDに近い認
知様式を持つ人の特徴として，多くの人が経験するわ

けではないもの，勉強によって記憶するもの，多くの

人が興味をもつわけではないものに対して，人より多

く覚え，かつ忘れないという，特定の領域に優れた記

図１　AQ高群と低群におけるAASP得点
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銘・保持能力を有している可能性が窺える。

次に食物名について考えてみる。AQ 高群には
AASPにより感覚回避の傾向が見られたことから，食
物という味覚刺激に対しても，普段から注意深く回避

している可能性が推察される。時として ASDの人に
は感覚過敏ゆえの偏食（好き嫌い）を有していること

があり，ASDの人にとっては，自分が食べられるも
の，食べられないものを判別するためのスキルを常に

身につけておく必要がある。それゆえ，ASDの認知
様式を持つ人にとっては，食物への関心が高いため，

多く記憶するようになったのではないか。しかしこの

考えは仮説の域を出ないため，今後の精査が必要であ

ろう。

（4）	 	自閉症スペクトラムの認知様式を持つ者は，ど

れほど人より多く記憶しているのか？

自閉症スペクトラムの認知様式と，「優れた記憶」

の記憶個数の関連を見るために，同じ「優れた記憶」

を挙げた者同士を AQ高群と低群とで，記憶の個数に
差があるかを検討した。検討対象となったのは，AQ
高群，低群あわせて 10 名以上が同じ「優れた記憶」

を挙げたものとした。表 5 より，「マンガのタイトル」

のみにおいて有意な差が見られ，その他は有意差が見

られなかった。すなわち，AQ高群は低群に比べて，
マンガのタイトルについての優れた記憶の記憶個数が

有意に多いことが明らかになった。ここで AQ高群に
おけるマンガのタイトル平均記憶個数が 170.6 個とい

表４　	AQ高群と低群における「優れた記憶」の

カテゴリー

ジャンル

AQ高群
（N=75）

AQ低群
（N=146）

個数
一人当た
りの個数

個数
一人当た
りの個数

芸能人名 29 0.39 57 0.39 

スポーツ人名 12 0.16 27 0.18 

知人名 2 0.03 4 0.03 

偉人名 3 0.04 5 0.03 

人名その他 0 0.00 1 0.01 

曲名 30 0.40 61 0.42 

タイトル名 17 0.23 39 0.27 

キャラクター名 25 0.33 46 0.32 

地名 23 0.31 37 0.25 

専門用語名 29 0.39 31 0.21 **

食物名 13 0.17 10 0.07 *

生物名 8 0.11 15 0.10 

駅名 9 0.12 12 0.08 

商品名 7 0.09 9 0.06 

団体名 4 0.05 12 0.08 

作品中の固有名詞 5 0.07 7 0.05 

合計 216 2.88 373 2.55 

** p<.01    *p<.05

表５　AQ高群と低群との「優れた記憶」の平均記憶個数の比較

カテゴリー名 優れた記憶内容

AQ高群 AQ低群

人数
平均記憶
個数

（SD） 人数
平均記憶
個数

（SD）

芸能人名 お笑い芸人 3 25.0 （4.1） 9 57.2 （32.8）

バンド 3 115.0 （131.0） 8 46.3 （22.9）

スポーツ人名 プロ野球選手 6 131.7 （64.1） 9 127.8 （71.1）

サッカー選手 4 80.0 （66.7） 6 110.8 （74.5）

タイトル名 マンガのタイトル 5 170.6 （171.5） 11 36.8 （15.7）*

アニメのタイトル 5 70.0 （36.9） 5 126.0 （87.3）

キャラクター名 ポケモン 11 313.2 （226.4） 14 297.1 （195.6）

アニメ・マンガのキャラクター 6 46.7 （28.7） 5 72.0 （36.6）

ONE PIECEのキャラクター 3 36.7 （9.4） 7 51.4 （32.3）

地名 世界の国名 22 63.9 （43.6） 31 63.1 （33.1）

都道府県 4 47.0 （0） 15 39.4 （10.4）

生物名 動物 2 35.0 （21.2） 11 33.6 （20.6）

* p<.05
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うのは，筆者の実感としても多いと感じられる。よほ

どマンガが好きで普段からよく読んでいるのだろうと

推察される。ASDに近い認知様式を持つ人の特徴と
して，普段からマンガをよく読み，かつ，そのタイト

ルを容易に記銘し，忘れることが少ないという点が明

らかになったと考えられる。一方で，アニメのタイト

ルについては有意な差が得られていないのは，やや意

外な結果である。両者の違いを考えるならば，一定の

ヒットを記録したマンガがアニメ化される場合が多い

という事情を考慮すると，ASDに近い認知様式を持
つ人は，ヒットしていない（あまり一般ウケしない）

マンガにもしっかり目を通し，よく記憶しているのか

もしれない。ASDの人にとってのマンガの重要性に
ついて検討することが今後の課題として挙げられよ

う。

（5）今後の課題

今回の調査から，定型発達者の「優れた記憶」の特

徴のいくつかが明らかになったが，調査にまつわるい

くつかの問題点も浮かび上がった。ひとつは教示の問

題，もうひとつは記憶個数の報告方法の問題である。

優れた記憶を問う際に，今回の調査では「もしあな

たが古今東西ゲーム（山手線ゲーム）をするとした

ら，お題に何を選びますか」という教示を行った。そ

の後に，調査本来の目的である「人より多く知ってい

るもの」を挙げるよう記しているが，調査協力者の中

にはその意図が伝わっていない場合があったかもしれ

ない。例えば「都道府県」という回答があったが，大

学生であれば 47 個全部を知っている場合が多いと考

えられるため，彼らは「実際に人より多く知っている

もの」よりも，他者と容易に共有できる「ゲームに適

したお題」を出すことを優先してしまったのではない

かと推察される。同様に，ゲームを前提としたために，

相手が全く答えられないような知名度の低いトピック

を選ぶことが抑制された可能性もある。自発的な回答

を促す目的で，教示文を工夫したつもりであったが，

回答をミスリードしてしまった可能性もあり，今後の

改善が必要である。

もうひとつは，記憶個数の報告方法の問題である。

今回の調査では，いくつ知っているかと問い，数字を

記入してもらう方法を採用したが，これはあくまで「自

称」の個数であって，本当にその通りの個数を記憶し

ているかが保証されない。質問紙ではメモ欄を用意

し，実際に何個思い出せるかを試すように作成したの

であるが，使用している人はきわめて少なかった。し

かし，後日この調査の続き（川部，2019）として，11

名に対し面接調査を行い，ひとつの「優れた記憶」に

ついて，調査者の目の前で記憶個数をカウントしても

らう作業を行ったのであるが，全員がその個数に近似

した数の記憶内容を思い出すことが可能であった。ゆ

えに，この方法論に多少の問題はあるものの，致命的

な問題ではないことが示唆された。

また別の問題として，ASDの人に時として見られ
る，カレンダー人間や年号，円周率を膨大に記憶する

ような場合について，今回の調査は射程に入れること

ができていないという点が挙げられる（この膨大な記

憶は「古今東西ゲーム」のお題にはなりえないため）。

「あなたがたくさん知っていることは何ですか」とシ

ンプルに問うたり，「円周率をいくつまで言えますか」

と限定的に質問したりする工夫があっても良いのかも

しれない。他の工夫としては，映画「レインマン」で

主人公レイモンドが床に落ちた楊枝の本数を一瞬で把

握することができたような，直観像による事物の把握

能力についても，何らかの形で測定できるとより良い

調査になると思われる。このような特殊な能力をどの

ように測定すれば良いかは今後の課題である。

本研究は予備的検討として行ったものであり，以上

の今後の課題を踏まえ，今後 ASDの診断を有する人
を対象に，同様の調査を実施する予定である。

５．結果と考察のまとめ

今回の調査から明らかになったことは，以下の通り

である。

１） 定型発達者の典型的な「優れた記憶」は，曲名，
芸能人名，キャラクター名，地名，専門用語名の

5 つのカテゴリーである。

２） 定型発達者の「優れた記憶」の種類は，人より多
く知っている自信の程度とは関係があるとはいえ

ない。

３） 定型発達者の「優れた記憶」は，世界の国名やポ
ケモンの名前など，時代にさほど影響されないも

のが典型的である。

４） ASDに近い認知様式を持つ人の「優れた記憶」は，
専門用語名と食物名が多いことが示された。その

背景として，ASDに近い認知様式を持つ人が独
自の方向に関心を持つ傾向や感覚回避傾向を有し

ていることが推察された。

５） ASDに近い認知様式を持つ人は，「マンガのタイ
トル」を多く記憶していることが示された。そ

の背景として，ASDに近い認知様式を持つ人は，
マンガに幅広く関わり，かつよく記憶している可

能性が示唆された。
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付記：本研究は 2018 年の日本心理臨床学会第 37 回

大会および日本心理学会第 82 回大会，2019 年の日

本心理学会第 83 回大会にて発表した内容を加筆・

修正したものです。また本研究は科研費（課題番号

16K13489）の助成を受けました。
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